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ここで，ϵ = 0.50 s，ω0 = 1.0 Hz，T1 = T2 = 10.0 sとし，小数第 4位を四捨五入しなさい．
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*****

1. 横軸に時刻 t，縦軸に ρz をとった ρz − tグラフを描きなさい．同じグラフに，No.13のグラフも書き込みなさい．

2. 描いたグラフの意味を，緩和時間を含めて述べなさい．



3. B = (B0, 0, 0)のとき，緩和を導入したブロッホ方程式は次のように書かれた．この微分方程式を解きなさい．初

期条件は t = 0のとき ρx(0) = ρy(0) = 0，ρz(0) =
1
2 である．
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4. 今日の講義でわかったこと・わからなかったこと・感想などを書きなさい．(自由記載)


